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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

①田 原  実 １ 通学路の除雪や防犯、交通安全などの確保につい

て 

（１）市街地通学路の迅速な除雪対応と通学児童の安

全確保について 

 市街地では迅速な除雪ができず、除雪作業が放

っておかれた危険な通学路を子どもたちは歩いて

登校し、その間教師は学校の駐車場の除雪に忙し

かったと聞いています。状況把握と分析、反省す

べき点、今冬の行政対応について伺います。 

（２）不審者対応と児童保護について 

年末にかけての防犯体制、防犯パトロール、不

審者情報の提供、連れ去り防止策、地域ぐるみの

児童保護について伺います。 

（３）糸魚川東小学校通学路の危険と安全対策につい

て 

 南押上に計画されている商業施設の工事によっ

て危険が生じる糸魚川東小学校への通学路の安全

対策、商業施設オープン後の安全対策、中央大通

り線の歩道を通行する自転車利用者への安全指導

について伺います。 

（４）通称まがたま陸橋の劣化改修について 

建設後 30 年を経過した通称まがたま陸橋の劣化

状況、耐力度調査、耐震度調査の結果、改修対応

について伺います。 

 

２ 環境教育、環境学習への具体的な取り組みについ

て 

（１）市の木ブナなど糸魚川市の特徴となっている樹

木や森林資源の学習について 

市 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育長 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

 幼年期の自然学習に始まり、生涯を通じての環

境学習により、持続可能な社会の実現への理解を

糸魚川市民が深める取り組みについて伺います。 

（２）「木の文化」の継承、貴重な木造建築物の保護と

活用、木材の利用促進について 

糸魚川市の人と自然、人と木との関わりの歴史

と文化について、環境教育、環境学習として市民

が学ぶ取り組みについて伺います。 

（３）花いっぱい運動など市民活動への支援について 

市内各地の花いっぱい運動の現状と今後の行政

からの支援について、また、公民館体制の改変に

伴う花いっぱい運動への影響について伺います。 

 

３ 糸魚川駅及び駅周辺整備について 

（１）北陸新幹線糸魚川駅舎のデザイン案と象徴性に

ついて 

最近公表された駅舎デザインの提案方法におけ

る上越市の対応との差について、また、新幹線駅

舎南面のデザインが発するメッセージの意味（＝

象徴性）と都市景観への影響、市民への影響につ

いて伺います。 

（２）橋上駅、自由通路と新幹線駅舎デザインとの整

合性、内部空間への工夫について 

新幹線駅、橋上駅、自由通路、駅附帯施設、駅

前広場、南北アクセス道路を一体にデザインする

手順と市民・議会への提示時期などについて伺い

ます。 

これまで議会・委員会で提言してきた糸魚川駅

舎建設へのアイデア、ジオパークの玄関口として

の眺めのよい展望台、24時間開放されているジオ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

 パーク情報コーナー、伝統文化（祭りなど）を紹

介するギャラリー、相馬御風を紹介するギャラリ

ー、ミニ真柏展示販売ギャラリー、木材の利用、

改札近くの待合空間とトイレの設置などについて

再度伺います。 

（３）駅附帯施設、駅前広場、南北アクセス道路の整

備と修景について 

駐車スペースの工夫、商業集積、食文化ゾーン

形成、糸魚川らしさを感じる道路やアーケードの

修景などジオツアーに貢献する駅前周辺整備につ

いて再度伺います。 

（４）橋上駅、自由通路等事業費の精査と投資効果に

ついて 

ＪＲ西日本に委託した事業費数十億円の根拠と

会計検査への対応について、市民が負担する工事

費と将来に見込まれる改修費について、既存駅舎

施設改修部分（ホームや待合室）ほかの工事費削

減について、見込まれる停車予定数、自由通路利

用者、駅舎利用者と事業費数十億円の投資効果の

バランスについて、伺います。 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

②斉 藤 伸 一 １ 地域防災力の推進について 

災害が起きたとき、真っ先に力を発揮するのは地域

の人たちであることから、災害に備えて防災訓練を実

施するなど、普段から自主的に予防活動に取り組む防

災力の強化が必要と考え、以下の項目にて伺います。 

（１）平成 22 年度糸魚川市総合防災訓練実施状況と成

果及び反省はどうであったか。 

（２）自主防災組織の設立状況と活動状況は。 

（３）防災意識の普及啓発及び防災リーダー育成状況

は。 

（４）冬期間の雪害対策と道路除雪確保の対策は。 

（５）災害時要援護者の登録及び避難支援体制の状況

は。 

市 長 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

③田 中 立 一 １ 農業について 

（１）今年の夏の記録的な猛暑により、2010 年産米の

収量は低下し、１等米の比率も全国的に低水準で

した。 

新潟県も報道によれば、10 月末現在作況指数は

97、１等米比率は 21.4％と米の主産県の中でも特

に低い数字となりました。 

糸魚川市においても１等米比率は 56.6％という

報告が委員会でもありましたし、対前年比でも大

きく落ち込み、農家及び地域経済に与える影響は

大きいと考えられますことから、次の点について

伺います。 

① 市内農家（稲作・畑作・畜産）の収入への影

響について 

② 農家への支援策について 

③ 次年度への対応策について 

（２）戸別所得補償について伺います。 

① 支払状況について 

② 本格実施に向けての対応について 

（３）糸魚川産米ブランド化について伺います。 

① 推進に対する市の考えとＪＡとの連携につい

て 

② 農作物認証制度について 

（４）糸魚川市の就農状況について伺います。 

① 就農人口と年齢の動向について 

② 経営規模について 

 

市 長 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

 ２ 並行在来線について 

「新潟県並行在来線株式会社」が正式に発足しまし

た。本社は県上越地域振興局に置き、当面は実質県庁

で準備作業を行うと報道されています。嶋津社長は会

見で「鉄道を利用する沿線住民の方々の意見を重視し

ていきたい。」と述べられており、期待をいたしますが

今後の取り組みについて市の対応を伺います。 

（１）事業計画について 

① 今年度中に行われる予定の事業について 

② 組織形態について 

（２）県との連携について 

（３）経営委員会の経営計画（案）の扱いについて 

 

３ 除雪について 

冬を迎え今年の降雪量が気になるころですが、予報

では今年も大雪を予想しており、２年続きの大雪を心

配する声が聞かれます。 

今冬の除雪対策について伺います。 

（１）昨年の大雪の経験から今年の対策と課題につい

て 

（２）消雪パイプの状況と新設予定について 

（３）屋根雪等除雪支援補助金について 

① 山間部と平野部の分け方について 

② 実態に見合った助成方法、助成額への改善に

ついて 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

④伊 井 澤 一 郎 １ 産業廃棄物最終処分場について 

 市内西海地区の産業廃棄物最終処分場内に有害物が

埋め立てられており、重金属である鉛が法定基準以上

に検出されました。これは廃棄物に対する行政管理が

不十分であったと考えます。今後の対策について伺い

ます。 

（１）行政の管理が不十分で現在閉鎖されているが、

５本のボーリング調査の結果、有害物はどうか。 

（２）重金属である鉛が法定基準値以上で検出された

が、地元住民の安全安心の確保に努めるべく対策

をどうするか。 

（３）５品目以外の埋立ごみの処分撤去について市の

考えを聞きたい。 

（４）有害物処理を早急に実施できるのか伺いたい。 

（５）有害な鉛が下流に流れるおそれがあるのではな

いか。これからの安全安心につなぐ対策はあるか

伺いたい。 

（６）今後処分場の整備に費用が多く掛かるが積算さ

れているか。今後処分場は閉鎖となるか。 

 

２ 公民館体制の見直しについて 

 糸魚川市の公民館体制見直しに対する２回目の地区

説明会が開かれています。説明の内容について理解が

得られたか。また新体制へ移行するための統一した実

施の見通しについて伺います。 

（１）合併後糸魚川・能生・青海地区公民館それぞれ

の文化歴史がある。説明会で各地区の要望意見が

ありますが、地区民が納得できるのか伺いたい。 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育長 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

 （２）地域説明会での内容、制度が住民に理解された

か。 

（３）特に糸魚川地域の意見要望と能生、青海地域の

意見・要望の違いはどうか。 

（４）新公民館体制５年後の職員の待遇についてとメ

リット・デメリットはどうか。 

（５）見直しによって地区の活性化につながるのか伺

いたい。 

 

３ 携帯電話不感地区の解消について 

 糸魚川市内で携帯電話不感地区があります。世界ジ

オパーク認定を受け糸魚川市が世界に認められ日本の

各地や世界から観光に訪れることを期待しています

が、24 サイトの中に整備を要するサイトがあります。

携帯電話などの整備について伺います。 

（１）携帯電話は市民の情報の共有と安心安全に大き

な役割を果たしている。市内においてもまだ不感

地区があるが、行政の対応でどう進めているか伺

いたい。 

（２）ジオサイト 24 のうち 10 サイトで携帯電話が使

用できないが、早急に解消できるサイトもあるの

で、計画があるか伺いたい。 

（３）市の情報基盤整備事業が実施されているが光ケ

ーブルを利用して携帯電話不感地区の解消に活用

できないか。 

（４）ジオサイトの観光案内と説明ガイドを携帯電話

を活用したＱＲコードで案内サービスを進めては

どうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

 ４ 情報基盤整備工事の地元貢献について 

 糸魚川市情報基盤整備工事が発注されましたが進捗

状況と市内の事業所は何社が受注をしていますか。ま

た新たな申込加入ができるか伺います。 

（１）工事は工期工程どおりに進んでいるか。 

（２）市内の業者は何社が受注をされたのか。 

（３）元請け、下請け、協力業者がいますが、発注者

の市はどこまで管理されているか。 

（４）今回地デジ放送で電波の弱い地区が申込加入し

ているか。 

市 長 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

⑤保 坂  悟 １ 歩道の管理について 

（１）歩道の樹木管理について 

ある地区の歩道では、柳の枝が垂れさがり、歩

行者・自転車・自動車の通行の障害になっている

ところがあります。また、その枝が街灯と重なり

照度を落としています。安全管理上問題と思いま

すがどうか。 

（２）歩道の段差解消について 

中期プランの「生活道路の整備」の中でバリア

フリーを掲げています。市内にある歩道の段差解

消への取組状況はどうか。 

 

２ 子どもと女性の健康について 

（１）予防接種について 

① 来年度実施予定の子宮頸がんワクチン公費助

成の内容はどうか。 

② 小児用肺炎球菌ワクチンの公費助成の検討状

況はどうか。 

③ ポリオの予防接種は現行「生ワクチン」です

が、世界では「不活性化ワクチン」を使用して

います。その実態について正しい情報を市民に

提供すべきと思いますがどうか。 

（２）女性のがん検診無料クーポン券配布事業の継続

実施について 

平成 22 年度は国が予算額を半分に削り、市が補

てんする形で事業の継続をされましたが、来年度

の実施の見通しはどうか。 

（３）はったつ応援健診事業（４歳児健診）の内容に

ついて 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育長 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

 平成 19 年６月は「小児弱視検査」、平成 21 年６

月は「５歳児健診」を一般質問し、発達障がいの

早期発見を求めてきました。行政では広報や講演

会、臨床心理士の配置など活発な対応を見せてい

ます。そこで、来年度実施のこの事業に期待して

いますが、その内容はどうか。 

 

３ 教育環境について 

（１）子ども学力支援について 

生活が苦しい生徒は高校や大学の進学を諦める

ケースがあります。子どもたちが夢や希望に沿っ

た進路を選べるように、生活保護世帯の子どもた

ちを対象に、無料学習会や受験勉強会等の学習支

援を実施すべきと思いますがどうか。 

（２）ジオパーク教育について 

① 遊びながら学べるジオパーク地図絵本とジオ

パークボードゲームの作成はどうか。 

② ジオパーク 24 サイトの学習用と観光用のＤＶ

Ｄの作成はどうか。 

（３）ＷＥＢ図書館（電子図書館）の導入について 

電子書籍はインターネットで 24 時間 365 日いつ

でも貸出し・返却ができ、読み上げ機能があるの

で障がいのある方にとっては便利になります。ま

た、図書館にとっても書棚スペースを節約でき、

蔵書を増やすことができることから導入をすべき

と思いますがどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育長 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

 ４ 災害対策について 

（１）救急医療情報キットの配布について 

このキットは１人暮らしの高齢者世帯などに配

布するもので、かかりつけ医、緊急連絡先、持

病、診察券、健康保険証のコピー等の情報を入れ

た専用ケースで、自宅の冷蔵庫に保管して救急隊

が駆け付けたときに、それを見て対処してもらう

ものです。高齢化率の高い当市において配布すべ

きと思いますがどうか。 

（２）災害対策費補助制度について 

① ２次災害を防ぐために家具の転倒防止器具や

ガラスの飛散防止フィルムとそれらの取付費用

を補助すべきと思いますがどうか。 

② 高波や豪雨により床上床下浸水が心配される

地域に、防水板設置工事助成制度導入をすべき

と思いますがどうか。 

（３）防災公園の設置について 

防災公園とは災害対応トイレ、ソーラー発電の

公園灯、かまどベンチ、揚水ポンプ、防火水槽な

どがある公園（エリア）で、災害時の救援・物流

拠点の機能を持つものです。当市でも設置すべき

と思いますがどうか。 

 

５ 選挙の投票制度の工夫について 

（１）期日前投票について 

投票所入場券の裏面に宣誓書を印刷し、高齢

者、障がい者又は投票所での記入に戸惑う方々へ

の配慮として、自宅で事前に記入できるようにす

べきと思いますがどうか。 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

 （２）投票済証明書の発行について 

投票済証明書の提示により、期間限定で市内の

商店や宿泊施設・温泉等で料金割引などのサービ

スが受けられる取り組みを行い、官民一体で投票

率向上への運動をすべきと思いますがどうか。 

（３）郵便投票の対象者範囲について 

身体に重度の障がいのある方は郵便投票できま

すが、実際に投票所へ行けるかどうかを見極めた

範囲規定ではないと思います。介護度が４や３で

も投票所へ行くことが困難な方のために、郵便投

票ができる工夫をすべきと思いますがどうか。 

 

６ 公民館体制見直し方針案について 

（１）地区公民館職員配置基準案について 

１人勤務状態になるところが 14 館ありますが、

職員自身に病気や事故等の緊急事態が生じた場合

の対応はどこが行うのか。 

（２）地区間格差について 

① 地区公民館が地区住民による運営を基本とし

ていますが、運営できない地域は地区公民館を

閉鎖するということか。 

② 地区公民館で自治団体等の業務を担う場合

に、経費負担ができない地区では職員の負担に

なるおそれがあります。行政は委託に基準を設

けないとしていますが、少し検討すべきと思い

ますがどうか。 

（３）地区公民館職員の身分について 

① 新制度では公務員法は全く適用されないとい

うことか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育長 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

 ② 地区公民館の行政端末（行政情報）の扱いや

管理はどうなるか。 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

⑥伊 藤 文 博 １ 行政改革のうち計画策定の外部委託について 

行政改革の必要性が言われて久しく、糸魚川市にお

いても計画し順次進められている。しかし、毎年の予

算・決算、事務報告をみると、いまだに計画策定の委

託料が多いと感じる。基本的な考え方を伺う。 

（１）内部での計画策定か外部委託かの判断基準は何

か。 

（２）外部委託のメリットとデメリットは。 

（３）内部策定のメリットとデメリットは。 

（４）それぞれ委託の計画段階と成果品受領段階、事

業の執行段階における評価はどのように行ってい

るか。 

 

２ 新幹線開業に向けた駅周辺の活性化について 

新幹線開通を４年後に控え、新幹線活用による市街

地活性化の方向性がはっきり示されなければならない

時期になっている。 

新政会では、11 月に東洋大学の石井晴夫教授との新

幹線関連問題についてのヒアリング、佐久平駅周辺整

備に関する調査、仮称上越駅周辺整備計画に関する調

査を行ってきた。 

郊外に建設の両駅に比較して、糸魚川駅は中心市街

地の現駅に併設するという条件の違いがあり、ここに

周辺整備・活性化計画の大きな差異が見られる。田園

の真ん中に建設された佐久平駅と糸魚川駅の中間的モ

デルが仮称上越駅だが、佐久平駅、上越駅の両方とも

駅周辺開発の意図がはっきり読み取れる。 

糸魚川市は各区域をどのように活性化していくのか

について伺う。 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

 （１）商業区域の活性化は。 

（２）住宅区域の開発は。 

（３）車両交通の利便性向上は。 

 

３ 健康づくりについて 

健康づくりセンターの建設工事も順調に進み、来春

のオープンが待ち遠しく感じられる。糸魚川市におい

ては、これに関わらず健康づくり運動は活発に進めら

れている。 

このことは、健康づくりセンターが市域全体のセン

ター機能を発揮する仕組みとはならずに、別々に動い

ていくことにもなりかねない。 

指定管理者制度を導入する健康づくりセンターが、

センター機能を発揮するための取り組みについて伺

う。 

（１）各地区での運動教室と健康づくりセンターでの

活動はどのように連携を図るのか。 

（２）健康づくりセンターでの個人データ管理はどの

ように行い、各地区での個人データの管理とどの

ように連携を図れるようにするのか。（両方利用の

場合なども） 

（３）運動メニューの連携はどのように図るか。 

（４）公設民営方式への移行についてどのように考え

るか。 

 

 

 

 

市 長 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

⑦野 本 信 行 1  公民館体制等見直しの基本方針に対する地区説明

会の集約結果について 

  糸魚川市公民館体制等検討委員会の答申に基づき、

「３地域で異なっている公民館組織や運営形態を統一

すること、地区公民館は地域住民による運営を基本と

して、各地区の自主性を生かした活動を推進するこ

と」を理念とする市としての基本方針（案）を定め、

２回目の地区説明会を実施されましたが地区住民の理

解、納得が得られ、平成 23 年４月からの新体制への移

行に問題がないのか、次の事項について伺います。 

（１）地区説明会を通じ地域住民の心配、不安、懸念

がないのか。 

（２）地区公民館の活動は広域化されるが問題がない

のか。 

（３）支館活動の行事、資金に影響が及ばないのか。 

（４）経過措置として３～５年の期間を設定している

が、地域によってはなじまないケースも想定され

るがどうか。 

 

２ 第２次行政改革大綱等の策定について 

合併後、まもなく６年を経過します。今年度中に第

２次行政改革大綱と行政改革実施計画を策定し、行政

改革を積極的に推進して行くとのことですが、今後の

財政事情、少子高齢化の進行、人口の減少、各種産業

収益の推移など、厳しさが想定される中で適切な視

点・判断が求められております。 

このことから下記事項について伺います。 

（１）健全財政運営の見通しについて 

（２）スピード・コストを重視した行政経営への転換 

市 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

 について 

（３）適正な定員管理と組織・機構の見直しについて 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

⑧池 田 達 夫 １ 北陸新幹線と並行在来線の問題について 

北陸新幹線の開業が 2014 年にせまっているなか、並

行在来線の第三セクター会社も発足し、糸魚川市とし

ても大きくかかわろうとしている。 

そのような時に、信越本線の脇野田駅の移設事業を

めぐる県と上越市のＪＲ東日本との交渉の中で、「並行

在来線の一括在姿譲渡」の内容が、各地の在来線を守

る運動の中で、大きな問題となってきている。 

さらに、今後の三セク会社のなかで予想される膨大

な赤字を、糸魚川市としてどれだけ負担していかなけ

ればならないのかも、大きな問題である。 

（１）ＪＲ東日本から県と上越市への「回答書」（６月

21日付け）について伺う。 

① この「回答書」の存在は知っているか。 

② この中の「並行在来線の一括在姿譲渡」とは

なにか。 

③ この「並行在来線の一括在姿譲渡」は、北陸

本線にも準用されるのではないのか。 

（２）県と上越市からＪＲ東日本への「受諾文書」（７

月９日付け）について伺う。 

① この「並行在来線の一括在姿譲渡」の「受

諾」をどう見るのか。 

② この「受諾」の内容について、県と３市で協

議したか。 

③ 県と上越市の「受諾」に、妙高市とともに抗

議すべきではないのか。 

（３）三セク会社の赤字の糸魚川市負担について伺

う。 

① 今後の負担の見通しは。いくらになるのか。 

市 長 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

 ② 市民の不安にどう応えていくのか。 

 

２ 能生・柵口温泉センターの民間への無償譲渡につ

いて 

温泉センターの存続のために、民間への譲渡の計画

が具体化されようとしている。しかし、民間に譲渡す

れば、本当に存続できるのか、問題はないのか。 

今、温泉センターが能生地域で、現在の役割を果た

していくには、市がその存続に責任を持つべきではな

いのか。 

（１）糸魚川市全体のなかで、柵口温泉センターの果

たす役割は。 

（２）健康づくりのなかで、健康づくりセンター（青

海地域）とひすいの湯（糸魚川地域）の位置づけ

は。 

（３）今回の一般公募のスケジュールと見通しは。 

（４）募集要項中の３年間 200 万円の「運営費補助

金」の算出根拠は。 

（５）今後の設備改修費（7,700 万円）は、誰が責任

を持つのか。 

（６）譲渡できなかった場合はどうなるのか、今年度

末で閉鎖になるのか。 

（７）譲渡後に民間の経営が行き詰った場合、市の対

応はどうなるのか。 

（８）市として、健康づくりの施設としての位置づけ

を明確にして、「末永い安定した施設運営」に責任

を持つべきではないのか。 

 

 

市 長 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

 ３ 県の合併市町アンケート調査「市町村合併の中間

評価」について 
 県が９月 28 日付けの文書で「市町村合併の中間評

価」のアンケートを行った（提出期限は 10 月 19 日）。

糸魚川市は、どのような「回答」を行ったのか。ま

た、合併後５年経過した現時点での効果や課題につい

てどのようにとらえているか。 

（１）どのような「回答」を出したか、公表はするの

か。 

（２）合併の「中間評価」は、庁内でどのように位置

づけられているか。 

（３）合併の効果や課題を、どのようにとらえている

か。 

（４）これらを、今後の市政にどう生かしていくの

か。 

（５）合併の効果や課題について、市民アンケートを

とったらどうか。 

 

市 長 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

⑨五十嵐健一郎 １ 公民館体制等の見直しについて伺います。 

（１）今までの公民館の評価と課題について 

（２）社会教育法を外す理由について 

（３）一貫教育基本計画や地域振興計画における公民

館の果たす役割について 

（４）管理運営委員会連合会の任務と責任について 

（５）職員の専門性と職員研修の現状並びに今後の取

り組みについて 

（６）糸魚川地域連合区長会と糸魚川地域地区公民館

長会からの要望に対する決断について 

 

２ 特別支援教育並びに障がい福祉計画について伺い

ます。 

（１）ひすいの里分校整備について 

① 人数の現状と今後の推移について 

② 県の支援と考え方について 

③ 高等部の協議について 

④ 一貫教育基本計画の特別支援教育班の現況に

ついて 

（２）障がい福祉計画について 

① 特別支援学校卒業生の進路への対応策につい

て 

② 就労支援・雇用促進の将来ビジョンについて 

 

３ 糸魚川総合病院救急外来棟の増築計画について伺

います。 

（１）具体的な方向と財源並びにスケジュールについ

て 

（２）救急搬送における重症者の割合について 

市 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育長 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

 （３）県ドクターヘリ導入との整合性と具体的な見通

しについて 

（４）医師確保の現状と今後の見通しについて 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

⑩新 保 峰 孝 １ 地域農業対策について 

（１）地域農業の現状について伺う。 

① １次産業の中でも農業生産総額の落ち込みが

激しい。どのようにとらえているか。 

② 今年の稲作等、夏の高温による影響はどう

か。 

③ 稲作振興、複合経営、地産地消の取組状況は

どうか。 

④ 中心的担い手の推移と後継者、また、企業の

農業参入の現状は。 

⑤ 耕作地、農道、用排水路の維持管理の現状と

課題、耕作放棄地の推移。 

（２）地域農業の現状に対応した市の施策について伺

う 

① 高齢化への対応はどうか。直売所への支援、

特産化等、どのように進めているか。 

② 米飯給食や、食育の取り組みは進んでいる

か。 

③ 後継者対策、新規就農者支援制度の強化をは

かるべきではないか。 

④ 耕作放棄地対策を、景気対策、都市交流、地

域づくり等、幅広い視点で取り組む必要がある

のではないか。 

⑤ 地域農業の振興をはかるためにも、継続的

「農業塾」の取り組みが必要ではないか。 

（３）中山間地域等直接支払交付金、農地・水・環境

保全向上対策事業の取組状況はどうか。また、当

地域の農業にとって戸別所得補償制度はどのよう

な役割を果たすと考えているのか。 

市 長 

教育長 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

 （４）地域の産業、雇用に対し重大な影響を及ぼす

「環太平洋戦略的経済連携協定」（ＴＰＰ）に対

し、北海道では農林漁業団体、経済界、消費者協

会等、地域をあげて参加に反対する運動を展開し

ている。ＴＰＰの問題点と当市への影響をどのよ

うに考えているか。 

 

２ 公民館体制見直しについて 

（１）合併後のまちづくりにおける公民館の役割をど

のように考えているか。自治会活動との関係はど

うか。 

（２）公民館体制等検討委員会の公民館体制のあり方

等について（答申）では能生公民館、糸魚川公民

館、青海公民館という３館体制だったが、見直し

案では糸魚川公民館がなくなり、中央公民館と分

館の形になっている。当初の３館体制が良いので

はないか。 

（３）地区公民館を社会教育法からはずさないと自治

会活動等制約を受けるのか。 

（４）市と地区公民館管理運営委員会連合会と地区公

民館職員との関係はどのようになるのか。人件費

は市で負担し、当面の間、生涯学習課が雇用賃金

支払事務を担当するとのことだが、その後はどう

なるのか。公民館職員の募集に対し応募の現状は

どうか。 

（５）過疎化が進む中山間地域において、地域を支え

る拠点としての地区公民館の役割は大きい。現時

点で住民合意ができているとは言い難い。強行す

ることなく市民が納得できる議論が必要ではない 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育長 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

 か。 

同時に、市職員を地区公民館単位に数名ずつ担

当とし、地域づくり計画を立て推進していく支援

体制強化を検討したらどうか。 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

⑪渡 辺 重 雄 １ 地域間競争時代の効果的な観光行政について 

2008 年 10 月１日、国土交通省の外局として観光庁

が誕生しました。 

この背景には、人口減少・少子高齢化が進む我が国

において、観光は国内外からの観光客の訪問により地

域における消費の増加や新たな雇用の創出など幅広い

経済効果が期待できるだけでなく、地域社会の再生と

そこに暮らす人々の地域愛の醸成に大きな効果が期待

できることからと言われています。 

実際に、あらゆる分野でもっと多くの住民が観光に

関わることにより、農業や商業、教育や福祉まで、市

全体を元気にするきっかけになり、都市との格差解消

なども含め、全ての面でのレベルアップにつながり大

切なことと考えます。 

世界ジオパークの認定を契機に、様々な取り組みが

行われ、同時に課題も多く発生していますが、各種の

見直しにより新たな展開につながることを期待してい

ます。 

観光は地域の総合力と地域間競争であるといわれて

おり、知恵比べの様相を呈してきていることから、世

界ジオパークの認定を生かすためにも、市民に分りや

すい体系的な取り組みによる協働の力が必要と考えま

す。 

以上の観点から、次の７点について伺います。 

（１）観光に関するビジョン、プランについて 

市民全員が共通の目標を持って様々な取り組み

が行えるような観光ビジョンの必要性と各種の行

動プランの進め方などについて伺います。 

（２）国・県への要請と連携について 

市 長 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

 今回のジオパーク事業は世界レベルの対応が必

要なことから、特に基盤整備の部分については、

国・県の関わりを期待するが、その対応を伺いま

す。 

（３）市民や事業者の意識と協働について 

市民や事業者の意識が徐々に高まっているもの

の、協働の仕組みが定着していないことから、効

果が発揮できにくい状況もあるが、その対応につ

いて伺います。 

（４）近隣観光施設の情報収集と対応について 

近隣に類似観光施設が多くあり、施設やサービ

スの度合いで集客に差が生じていると思われる

が、情報収集とその対応について伺います。 

（５）産業観光の推進について 

地域振興の新しい手法として産業遺産や、現在

稼働している産業施設などを活用した産業観光が

各地で効果を上げているが、当市での推進につい

て伺います。 

（６）ブランド推進事業の取り組みについて 

全国各地の地域ブランド化の取り組みは、地域

のイメージ創出に一役買っており、当市でもブラ

ンド推進事業としての取り組みが必要と思うが、

市の考えを伺います。 

（７）準市民制度の導入について 

全国各地の糸魚川市出身者や糸魚川に縁や関心

のある方と、当市との関わりを深めていただくた

めにも制度の導入が有効と思うが、市の考えを伺

います。 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

⑫鈴 木 勢 子 1 少子高齢社会と経済成長の見通しについて 

人口減少と高齢者の増加により、生産適齢人口が減

少する糸魚川市にあっては、将来的には財政面で大き

な影響を与えると思われます。 

少子化により生産適齢人口が減少すれば、消費は低

迷し市場経済は縮小し税収も減収で、さらに社会福祉

関係費の増加は避けられません。 

少子高齢社会と経済成長の今後の見通しと、その対

策について伺います。 

 

２ 市民会館の建て替え計画と会館の運営について 

新市建設計画では老朽化が進む市民会館の建て替え

計画を市民に約束をしてきたが、財政面などで計画は

進まず、部分的な修繕などで今日に至っています。今

後の計画の見通しはいかがか。 

また、会館の運営について、平成 21 年度決算ベース

でも厳しい入り込み状態であるが、ハード面と合わせ

た職員の配置などのソフト面での課題をどのように捉

えているのか伺います。 

 

３ 職員の長期休暇と男女共同参画の推進について 

 職務体系が多様化する地方自治体で、労働の強化な

どで教育委員会も含めた長期療養、特にメンタル面で

の休暇が増えています。 

 当市における長期療養休暇の原因と対応はいかが

か。 

 また、その解決策の１つとして、男女共同参画プラ

ンを着実に進めていくことも重要と位置づけられてい

るが、当市におけるプランの推進体制はいかがか。 

市 長 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

⑬古 川  昇 １ 高齢者の地域での支え合い、見守りの現状につい

て伺います。 

この夏、高齢者の行方不明や死亡届が出されていな

かったという事件が発生して大きな反響を呼びまし

た。家族、親戚、地域のつながりが薄れていく中で起

きた出来事であり、現在の社会状況を映し出したもの

と考えます。当市にあっては都会のような状況にはま

だ遠い現状にあると思いますが、しかし急激に進む高

齢化の波は決して予断を許さないところまで迫ってき

ていると思います。 

（１）高齢者の一人暮らし世帯と夫婦のみの世帯数に

ついて 

（２）特に一人暮らし世帯の状況変化に対する把握体

制について 

（３）地域の支え合いに大きな役割を果たしている地

区老人クラブの現状について 

（４）高齢者の暮らし、財産を守るという立場で振り

込め詐欺などの犯罪対策について 

（５）福祉システムに情報基盤整備によるブロードバ

ンドの活用について 

 

２ 民生委員について伺います。 

 民生委員の方々が現在まで果たされてきた業績と活

躍は素晴らしいものであり、市民の安心、安全な暮ら

しと子どもたちの成長に関わって来られたことに敬意

を表するものであります。地域で困難な状況を抱えた

住民と、行政との橋渡しを担ってきましたが、社会状

況の変化により、問題の複雑化や受け手の減少などの

傾向があると聞いています。 

市 長 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

 （１）個人情報保護法と民生委員の役割について 

（２）民生委員の配置数と就任者の範囲について 

（３）民生委員の推薦決定までの過程について 

 

３ 市道蓮台寺線の地下道の安全対策について伺いま

す。 

（１）地下道の拡幅を含めた安全対策の現状について 

（２）骨折をした方をはじめ、けが人が出ております

がその原因は。 

（３）通行者と運転者への注意喚起と安全歩行につい

て 

（４）小学生、中学生への安全指導について 

 

４ 平和教育について伺います。 

 ９月議会で広島への子ども派遣を考えてみたいとの

答弁を頂きました。10 代の多感な時期に広島で全国の

子どもたちや世界情勢に触れて経験することは学生に

とって大変有意義なことと考えます。 

 そこで１点だけ伺います。 

（１）現在までの検討された経過について 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

⑭髙 澤  公 １ 国民の休日について 

 かつて国の休日に関する政策は、経済的なジャパン

バッシングにより、働きすぎの日本人に休日を多くと

るように、また、連休になるようにと進めてきまし

た。その休日の意味、いわれも考えず、１月 15 日や

10 月 10 日を、その前後の土日と併せるような処置を

とってきました。 

 今また「休暇分散化」なる政策を進めていますが、

これもまた思いつき政策のような気がしてなりませ

ん。 

 成人の日の休日を１月 15 日ではなくしたこと。この

日は小正月として昔からあった休日でした。このこと

によって伝承事業、伝統文化に与えた影響は計り知れ

ません。10 月 10 日もアジアで初めてオリンピックが

日本で開催された誇るべき日です。 

 これから進められる「休暇分散化」による影響も大

きなものがあります。 

 これらに対し市はどのように考え、その影響にはど

のように対処するのか、考えを伺います。 

 

２ 名誉市民条例の制定について 

 名誉市民条例の制定は、過去、現在にとらわれず、

糸魚川市勢や社会の発展に大きく寄与した人たちに対

し、尊敬し感謝する気持ちを表すためにも必要なこと

と考えますが、市はどのように思っているか伺いま

す。 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

⑮吉 岡 静 夫 １ ジオパークについて 

 それなりの歴史過程を経て現在に至っている「世界

ジオパーク」。そこで、伺います。 

（１）認定に至るまでに要した諸費用、人件費・広報

宣伝費・対外費・各種消耗品費など多岐にわたる

と考えられるが、可能な限り費目ごと年度ごとに

内容を教えていただきたい。 

（２）同じく認定後についても同様に教えていただき

たい。 

  
２ 糸魚川医療生活協同組合姫川病院について 
 債権者による訴えは現在２審裁判に入り、一方、土

地・建物などについては管財人の手を離れたと聞いて

おります。そこで、伺います。 

（１）２審関連のその後の動き、更にはこのことに市

が現在どう対応しているか。 
（２）管財人管理から離れたとされる土地への対応。

具体的には賃貸借関係にある土地がどれだけあっ

て、固定資産税がどう課され、どういう扱いにな

っているのか。 

（３）同じく建物。具体的には建物・施設などの再

利・活用の道にどう対応されるのか。 

 
３ 能生・温泉センターについて 

 当該施設は、広く市民にとって庶民的な憩いの場・

健康づくりの場、更にはコミュニティづくりの場とし

ての重要な位置づけ・用途・役割などを果しており、

継続を目途としての対応・取り組みが進められている

ところであります。そこで、伺います。 

市 長 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

 （１）単に年 200 万 300 万の赤字がどうこうという次

元だけで対応すべきではない性格の問題。成り立

ち、歴史や位置づけなどを更に重んじながら取り

組み続けていただきたいと考えるがどうか。 

（２）市民の命や健康に直結する施設、誘客に重きを

置く施設、これらはその性格や位置づけなどを明

確にしたうえでそれぞれ取り組むべきものと考え

る。「温泉センター」はその前者。さらにその成り

立ちなどにも配慮しながら取り組み続けていただ

きたいと考えるがどうか。 

 

４ 公民館について 

 「地域コミュニティの核」「地域活性化」などを目指

しての公民館対応が図られてきました。一方、「公民

館」なるものを巡って、各地域それぞれの認識・対応

などの違いもそれぞれの歴史もあって、かつ、それな

りに深いものがあります。 

 であればこそ、そういった背景を踏まえて、今まさ

に「パブリックコメント」が行われているわけであり

ます。そこで、伺います。 

（１）「検討委員会答申」が求めるところは、あくまで

も市民・住民の目線を尊重し、願いや声を最大限

生かしながら善きところは最大限に生かしながら

改善を図ろうというもの。そのための経過期間の

設定でもあった。このことに真摯に対応していた

だきたいと考えるがどうか。 

 
５「パブリックコメント」について 

「パブリックコメント」は、「ものごとをきめようと 
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質 問 者 質  問  の  要  旨 答弁者 

 する際、その前に市民・住民からできる限り広く彼ら

の思いや願いなどの声を募り、取り入れる制度」とさ

れております。そこで、伺います。 

（１）前回の一般質問で「平成 17 年の国の行政手続法

を母体に、18 年度市の要綱が定められ、以来４年

間で 25 件で 139 件、うち 24 件の意見について反

映させてきた。」という報告を受けた。では、今現

在はどのような案件でどう具体的に取り組まれて

いるか。そしてそこにどのような問題点が、もし

あるとすればあるか。 
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